







   『追憶のカンボジア』
































文学研究者として、国際的にも精力的な研究活動を行ってこられた。またカンボジア文学の様々な良作を、親しみやすいリズミカルな翻訳で、日本に紹介されてきた。岡田氏 翻訳により、今日我々はこれまでのカンボジア近現代文学史と 対仏独立以降の激しい政治的変遷と厳しい統制のなかで苦闘してき 状況、また識字率が低く出版状況が難しくとも、脈々と銘うってこられた作家達の熱き思いを感じることができる　
巻末の「訳者解説」は、こうした の長年の研究の厚みが




















































も」から読み取れる、カンボジアの「学校」とは、どのような場所であろうか。本書に描かれている学校の校舎、様々な教師像、生徒像を通じて、立体的に浮かび上がってくる。カンボジアにおける公教育制度は、既存の読み書き等の教育をしていた寺子屋を基にして、 仏領期に確立される。 「寺のこども」の冒頭、カイの親友チャイの父親は、フランス植民地政府の政策で子どもを学校に行かせないと逮捕されると思い、あわてて 院に進学させる。また著者 次の進学先を描いた「フランスの子ど 」では、 たびたび村人が、 学校に通う子どもたちを 将来の役人」として期待の眼差し みる場面がでてくる。仏領期において、フランス語教育は役人になる上で欠かせな ものであり、フランス語を解す 者とそうでない村人の目 見え 世界が乖離している様子も伺える。　
学校は、生きるのに必要な道徳教育の場でもあった。寺院学
校時代、カイと親友チャイは、同じ州内の寺院の寄宿舎に泊まり僧侶の世話をしながら、基本的な読み書き、経典 どを学んだ。上座仏教寺院は、子どもだけではなく大人 道徳的教育も担っていた社会の中心的場であった。子どもたちは 時に少年期特有の好奇心から規範 逸脱したいという誘惑にかられる。一方で、寺院での教育がしみこみ、後になってその対価 しての罪と罰におびえもする。少年時代の日々が、時に排泄物のエピソードなどで笑いを取りつつ、ユーモアや恋心を交え 描れる。カイ氏は前述 通り、内戦前作家であり、大学の学長にもなった教育者でもある。そ 造詣 深い教育者としての側面からの、教師とは、生徒とはどうあるべきか
|といった問
いかけは、時代や地域を超えて共通す 課題で る。








「お前たちが言ったことは全部正しいぞ。もう少し足すとすれば、 『母国』っていうのは、 寺や舟、 牛や水牛の引く荷車だけじゃない。 『母国』は、お前たちが毎日一生懸命勉強している文字や、ベトナム タイ、ラオスとの国境や カンボジアの知識人や作家たち、それから敵どもに取られないようにカンボジアの国土を守ろうとする勇気、確かな独立心、真の愛国心、それからまっとうな誠実さだ。『母国』は、お前たちや先生、そして金持ちだろうと貧乏人だろうと、偉いお役人だろうと、軍人だろう 、手足が不自由でも物乞いでも、とにかくカンボジア人みん のことだ。 『母 』は、ジャヤヴァルマン七世［アンコール王朝の最盛期を統治した王］のような素晴らしい将軍、指導者のこと 。 『母国』は、自由があり、秩序正しく 統制がとれて ることだ」 （一〇〇─一〇二）
　
つまり、サオム先生によって説かれる「母国」とは、単純に




















自を知 るのが怖く、隣人をも信じられない疑心暗鬼の日々のカイ氏であったが、娘ニニタと彼女を慕う水牛の子どもニーとの間に無償の親愛関係 築かれるのを目にする。クメール・ルージュ政権下 傷ついた信頼関係を取り戻し、時代の先に見える光が差し込むか ようなエピソードであり、作品のタイトルにもなっている。本篇のラストシーンでは、コンポンチャム州都から、生きるための仕事を探しに首都プノンペンへと旅立つ様子が描かれる。舟を待つ夜、 「夕食 終わると私はニニタを連れて日が沈むのを見に行った。風がわずかに吹き、さざ波が岸に打ち寄せる。対岸は子供の頃、何年も住んでいたコンポンチャムの町だ。太陽が沈むと暗闇がバット川の岸辺を覆い、何も見えなくなった」
（二一九）
。楽しかった子ども時代を過ご




                                                                                          （朝日由実子）
